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ささゆり作業所は昭和54年から共同作業所として一市二町で運営されており、

平成3年4月に清光会ささゆり作業所として法人化され、支援学校卒業生（当時

の養護学校）の働く場として生まれ変わりました。

私は平成5年に「和泉の里」より「ささゆり作業所」へ異動となり、それ以

降「定員10名増」「重度障害者加算の推進」「創立10周年記念事業」「作業棟

増築事業」と様々な業務に力を入れ取り組んできました。その間、障がい者福

祉は劇的に変化していく中、措置制度から利用契約制度に変わり「障害者権利

条約」（私達の事を私達抜きに決めないで）の精神の下、障がい者は弱者から

権利の主体者になりました。また、「障がい」は本人に由るものではなく、生

活を送るにあたって生きづらい社会との関係と捉えられるものとして位置づけ

られました。当作業所も生活介護事業・就労移行支援事業・就労継続支援B型

事業からご利用者に選択していただく事となりました。

これまでにインフルエンザや新型コロナなどの感染症対策、交通安全対策等、

健康面や安全面にも力を入れてきました。しかし、いずれも自らの力だけでは

実行不可能で、行政諸機関、ご家族様、関係者、地域の皆様の支えがあったか

らこそ、職員一丸で取り組んでこれたのだと思います。行政諸機関のご指導と

ご家族のご支援ご協力、関係者の皆様から頂いた激励の賜物です。深く感謝申

し上げます。

ご利用者の皆様に運動会や各行事で喜んで頂いた事、作業をやり切った笑顔、

その感想やご意見は、私達職員のやりがいであり喜びです。どれだけあなた方

に私達職員は勇気づけられた事でしょう。皆様の事は決して忘れません、これ

からも御身体には気をつけ、毎日お元気でお過ごし下さい。

私はこれでささゆり作業所を退職しますが、行政・ご家族・職員が三位一体

でご利用者を支援して頂き、倍旧のお力をお貸し下さいますようお願い致しま

して、感謝のご挨拶とさせて頂きます。長い間、本当にありがとうございまし

た。

施設長 影山 英夫
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水呑地蔵尊／土丸町内会／泉佐野市

／田尻町／熊取町／八浄寺／伊澤タ

オル／㈱フタバ／㈱田中クリーン商

事／馬場谷タオル㈲／シマ／㈱東進

／丸十タオル㈲／み奈美亭／㈱エリー

／梶谷商店／㈱フェミニン／神藤織

物㈱／リコズ・ワールド／曽我㈱／

サンタ通商㈱／エルチャレンジ／山

本紙器㈱／㈲日神／広洋物産㈱／西

本タオル㈱／㈲プレスコート／㈱万

雄／㈲丸繁／

高野山宿坊組合／岩代商店／神通温

泉♨／南天苑／ときめきの宿ふるさ

とネット／原花店／㈱マサイ／(福)

信和福祉会 圭の家／太陽川辺作業

所／㈱丸中/㈲おはなやさん凛／㈱ス

ミシン/重光商事㈱/ＮＰО法人サン

フェイス/ワークショップエイブル大

阪

（順不同、敬称略）

編集後記

5月 ・ 6月 の 主 な 行 事予 定

6月

9日（木）防災訓練

17日（金）クラブ活動

21日（火）エンゼルの会

※予定は変更する場合もございますので、何卒ご了承下さい。

早いもので、新年度

になりましたね。まだ

まだ寒暖差が激しいで

すが、皆様お身体を崩

されていないでしょう

か。さて、私事ですが、

子どもが４歳になり保

育所を進級しました。

成長とは早いもので、

以前までスプーンとフォー

クで食事をしていたの

に、今やお箸でご飯を

食べる練習をしていま

す。今後の成長も楽し

みです。

今年度も、ささゆりだ

りよりをよろしくお願

いいたします。

支援員 森本 結

＊編集委員：字室 克哉・安藤 信二・森本 結

〒598-0022 大阪府 泉佐野市 土丸904番地 TEL 072-459-7024

FAX 072-459-7350

Ｅ-mail：selp-sasayuri@nifty.com ＵＲＬ：http://ｓ-seikoukai.or.jp/sasayuri/

5月

17日（火）エンゼルの会

20日（金）クラブ活動

21日（土）ダンス活動絆

24日（火）

25日（水）

今年の梅の開花は遅めでしたが、桜はあっという間に満開になりました。早咲きの寒緋桜

と染井吉野がさほど差がなく開花し、濃淡の違う春のピンク色を堪能できました。ささゆり

作業所の前にある水吞さんでも、山の斜面に春の彩が咲いています。朝や夕方に見上げてみる

と、やわらかい光の中に浮かび上がる山桜がとても綺麗です。先日ホームページでも紹介し

た旧向井家の縁側からは丁度良い位置に桜が見え、晴れた日には心地よい時間を感じることが

できます。寒さが和らぎ、外出が楽しみになる季節の到来です。周囲を気にせず出かけること

ができる日が待ち遠しくなります。

支援員 安藤信二

より良い広報紙を目指すため、ささゆりだよりについての意見や要望を随時募集してい

ます。あんなことが知りたい、こんなことが載っていると役に立つ等、皆様のご意見を

お寄せ下さい。

春のお楽しみ会


